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介
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介
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昨
年
は
１
日
の
み
の
開
催
だ
っ
た
産
業
ま
つ
り
が
、
今
年
は
１
１
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
会
場
の
市
立
第
一
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ン
ド
は
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
物
販
ブ
ー
ス
に
は
、
イ
カ
や
ホ
タ
テ
な
ど
の
海
の
幸
や
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
、
い
く
つ
も
の

長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。 旬
の
味
覚
が
満
載
！
陸
前
高
田
市
産
業
ま
つ
り

２
０
１３

年（
平

成
２
５

年
）

月１
日

号

N
o
.9
2
6

１２ １２１２ １２



２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１３年（平成２５年）１２月１日号　②

歳入
１,１１１億５,５８４万円

市税　１１億７,６３６万円 １．１%

諸収入
８億２,９７６万円 ０．７%

繰入金・繰越金
分担金・負担金ほか
１３０億３,２０４万円 １１．７%

地方交付税
１３０億８,０４４万円
１１．８%

国庫支出金
７４６億３,４１９万円
６７．２%

自主財源
１５０億３,８１６万円
１３．５%

自主財源
１５０億３,８１６万円
１３．５%

依存財源
９６１億１,７６８万円
８６．５%

市債
６億５,２５９万円
０．６%

県支出金
７３億７,６１１万円　６．６%

地方譲与税
地方消費税交付金ほか
３億７,４３５万円　０．３%

繰入金・繰越金
分担金・負担金ほか
１３０億３,２０４万円 １１．７%

地方交付税
１３０億８,０４４万円
１１．８%

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
は
、
約
１
０
３
２
億
６
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
５
８
０
億
円
増

加
し
ま
し
た
。
特
に
、被
災
し
た
市
街
地
の
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、土
木
費
が
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出
（性質別）

１,０３２億６,４８３万円

歳出
（目的別）

１,０３２億６,４８３万円

人件費 ２４億３,２９６万円 ２．４%

物件費 ２２２億５,９８７万円　２１．６%

維持補修費
５,１９９万円 ０．０%

扶助費
１７億４,５５８万円

１．７%

補助費等
２２億６,４７９万円

２．２%

普通建設事業費
災害復旧事業費
１０２億９,１８８万円
９．９%

公債費
１６億６７９万円

１．６%

投資出資及び貸付金
１億１７０万円 ０．１%

繰出金 １２億９,５４８万円 １．２%

消費的経費
２８７億５,５１９万円
２７．９%

その他の経費
６４２億１,７７６万円

６２．２% 投資的経費
１０２億９,１８８万円
９．９%

積立金
６１２億１,３７９万円
５９．３%

衛生費
２１１億４,５６２万円
２０．５%

総務費
９６億７,７６４万円
９．４%

民生費
３８億７,７０１万円

　３．７%

土木費
５５２億３,９４４万円
５３．５%

災害復旧費
２７億２,４４４万円　２．６%

公債費 １６億６７９万円 １．６%

農林水産業費
４２億５,４３１万円
４．１%

農林水産業費
４２億５,４３１万円
４．１%

教育費 ２２億２,６２７万円
２．２%

消防費・商工費・労働費・議会費ほか
２５億１,３３１万円 ２．４%

物件費 ２２２億５,９８７万円　２１．６%

維持補修費
５,１９９万円 ０．０%

扶助費
１７億４,５５８万円

１．７%

補助費等
２２億６,４７９万円

２．２%

消費的経費
２８７億５,５１９万円
２７．９%

その他の経費
６４２億１,７７６万円

６２．２% 投資的経費
１０２億９,１８８万円
９．９%

　

平

成

24

年

度

一

般

会

計

の

歳

入

決

算

総

額

は
、

約

１
１
１
１
億
５
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
６
０
０
億

円
、
１
１
７
・
３
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

構
成
比
は
、
国
庫
支
出
金
が
歳

入
総
額
の
67
・
２
％
を
占
め
、
以

下
、
地
方
交
付
税
11
・
８
％
、
県

支
出
金
６
・
６
％
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源
は
約

１
５
０
億
４
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
２
１
８
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
、
歳
入
総
額
に
占

め
る
割
合
で
は
13
・
５
％
で
前
年

度
と
比
較
し
て
４
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

の

歳

出

決

算

総

額

は
、

約

１
０
３
２
億
６
０
０
０
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

５
８
０
億
８
０
０
０
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
目
的
別
に
よ
る
分
類
の

構
成
で
は
、
土
木
費
が
53
・
５
％

と
最
も
高
く
、
次
い
で
衛
生
費
20
・

５
％
、
総
務
費
９
・
４
％
の
順
と
な

り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
被
災
市
街
地
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
費
の
増
な
ど

に
よ
り
、
１
１
４
６
・
８
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
共
同
利
用

漁
船
等
復
旧
支
援
対
策
事
業
費
の

増
な
ど
に
よ
り
、
１
４
１
・
２
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
校
庭
整
備
事
業
費

の
増
な
ど
に
よ
り
、
１
２
３
・
７
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳 

入

歳 

出

財政
一
般
会
計
は
震
災
復
旧
事
業
な
ど
で
前
年
度
比
約
28
・
５
％
増
に

平
成
24
年
度  

決 

算 

報 

告



③

206,210円

107,909円

1,024,944円

187,922円

77,882円

469,082円

132,055円

12,182円

2,677,497円

市民１人あたりに使われたお金（一般会計）合計４,８９５,６８３円

土　木　費

農林水産業費

教　育　費

衛　生　費

民　生　費

公　債　費

総　務　費

災害復旧費

そ　の　他

206,210円

107,909円

1,024,944円

187,922円

77,882円

469,082円

132,055円

12,182円

土　木　費

農林水産業費

教　育　費

衛　生　費

民　生　費

公　債　費

総　務　費

災害復旧費

そ　の　他

2,677,497円

下  水  道  事  業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

事  業  勘  定

診療施設勘定

後期高齢者医療

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

小　　　　　計

繰入繰出重複額

合　　　　　計

区　分

一　般　会　計

歳　入 歳　出 差引残高

特

　別

　会

　計

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

１,１１１億５,５８４万

１５億１,３６０万

２億　 ３０２万

３億１,８５８万

３４億９,７５２万

１億９,９９５万

１億７,１７３万

２３億７,９８１万

７６１万

１,１９４億４,７６６万

１３億６６０万

１,１８１億４,１０６万

１,０３２億６,４８３万

１３億９,９７１万

１億８,９６５万

３億１,８５８万

３２億７,７０９万

１億９,９９５万

１億７,１７３万

２３億１,９５７万

７６１万

１,１１１億４,８７２万

１３億６６０万

１,０９８億４,２１２万

７８億９,１０１万

１億１,３８９万

１,３３７万

０万

２億２,０４３万

０

０

６,０２４万

０

８２億９,８９４万

０

８２億９,８９４万

国定資産税
２１,５６６円

市民税
２８,７７７円

市たばこ税
４,６１３円

軽自動車税 １,９０７円
入湯税 １３８円

都市計画税 １８円

9.2％

22.5％

13.5％

26.2％

24.3％

23.8％

5.7％

52.3％

47.0％

49.0％

90.8％

77.5％

86.5％

73.8％

75.7％

76.2％

94.3％

47.7％

53.0％

51.0％

【
財
政
用
語
メ
モ
】

▽
自
主
財
源
…
市
税
や
各
種
使
用
料
な

ど
、
市
独
自
で
収
入
で
き
る
も
の
。

▽
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や

借
入
金
な
ど
。

▽
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。
一
般
財
源
と

さ
れ
、
そ
の
使
い
道
に
制
限
が
な
い
。

▽
市
債
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
長
期
借
入
金
。
単
に
借
金
と
し
て
の
性

格
だ
け
で
な
く
、
住
民
負
担
を
後
年
度
に

も
残
し
、
世
代
間
で
負
担
を
公
平
に
す
る

た
め
の
調
整
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
。

▽
投
資
的
経
費
…
道
路
や
橋
、
学
校
の
建

設
な
ど
、
行
政
水
準
の
向
上
に
直
接
寄
与

す
る
経
費
。
公
共
施
設
整
備
に
ど
れ
だ
け

重
点
を
置
い
て
い
る
か
を
計
る
の
に
有
効

な
歳
出
区
分
。

▽
国
庫
、
県
支
出
金
…
市
が
行
う
事
業
へ

の
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
。

▽
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
な
ど
に
基
づ

い
て
支
出
す
る
経
費
。

▽
積
立
金
…
財
政
運
営
な
ど
の
た
め
に
、

一
時
的
に
積
み
立
て
て
お
く
も
の
。

▽
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合

や
、
特
定
の
歳
入
歳
出
を
充
て
る
場
合
に
、

一
般
会
計
と
は
別
に
収
支
整
理
を
行
っ
て

い
る
も
の
。

▽
繰
入
繰
出
重
複
額
…
各
会
計
間
で
繰
り

入
れ
し
た
り
、
繰
り
出
し
た
り
し
た
金
額
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
決
算
額
を
合
計
す
る
と

こ
の
額
が
重
複
し
、
決
算
額
が
増
え
る
た

め
差
し
引
い
て
純
決
算
額
を
算
出
す
る
。

歳
入

歳
出

平成２４年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

511 億 5,308 万円

451 億 8,330 万円

1,111 億 5,584 万円

109 億 5,509 万円

118 億 1,261 万円

121 億　346 万円

1,032 億 6,483 万円

106 億 6,741 万円

115 億　766 万円

116 億 5,543 万円

自主財源
依存財源

義務的経費
その他経費

※平成２５年３月３１日現在の人口は２０,６３１人

市民１人あたりの決算額

■一般・特別会計の決算額 ■過去５か年の一般会計決算状況の推移

市民１人あたりの負担したお金

市税 ５７，０１９円



２０１３年（平成２５年）１２月１日号　④

　事業を行っている人は、毎年１月１日現在において、市内に所有している資産（構築物、機械及び装置、

船舶、航空機、車両及び運搬具、工具、器具及び備品）について、市への申告が必要です。

※上記の基準を超えるものは大型特殊自動車として固定資産税（償却資産）の課税対象となります。

建設用車両、そ

の他の特殊車両

価　格

ショベル・ローダ、ロー

ド・ローラ、除雪車、フ

ォーク・リフト、ホイー

ル・クレーン　など

車両の例

最高速度

１５km/h 以下

速　度

長さ　４. ７m 

幅　　１. ７m 

高さ　２. ８m 

　　　　 以内

大きさ

４,７００円／年

税　額

小
型
特
殊
自
動
車 農耕用車両

乗用装置を有する 

トラクター、薬剤散布車、

コンバイン、田植機、運

搬車　など

最高速度

３５km/h 未満
１,６００円／年

◆前年度申告した人

　　　→　償却資産申告書を送付します。

◆平成２５年中に償却資産を新たに取得した人

　　　→　申告書を送付しますので税務課資産税係に連絡してください。

◆提出先

　　　→　税務課資産税係

◆提出書類

　　　→　償却資産申告書

◆申告受付開始日

　　　→　平成２６年１月６日（月）

◆申告締切日

　　　→　平成２６年１月３１日（金）

　床面積１０㎡以下の小規模な家屋（車庫、物置、サンルームなど）の新築や増改築、また、家屋を取

り壊したときや、次のような場合は、税務課資産税係までお知らせください。

◆店舗を住宅に改装するなど、家屋の用途に変更があったとき

◆土地の利用状況に変更があったとき

◆納税管理人の変更があったとき

　次の表に該当する建設用車両や農耕用車両は、公道を走行する、しないに関わらず、車両を所有して

いれば、市への登録の手続きが必要です。

　まだ登録していない人や、今後購入する人は、必ず手続きをするようにしましょう。

平成２６年度償却資産の申告について１

小型特殊自動車は軽自動車登録が必要です３

新築・増改築及び取り壊しなどで家屋に変更が生じたときは？２

税務課からのおしらせ



⑤

　陸前高田市外で使用している場合

　陸前高田市内の家族が使用している場合、
　または市内の人に譲渡した場合

　岩手県内の場合

　岩手県外の場合

　岩手県内の場合

　岩手県外の場合

　軽自動車等（原動機付自転車・小型特殊自動車含む）は、主たる定置場とする市町村に登録すること

となっています。転出する場合や所有者が亡くなられた場合は、登録内容の変更手続きをお願いします。

１　納め忘れのない口座振替をご利用ください

　市税の納付は、納付書又は口座振替により納付できます。あらかじめ金融機関に口座を登録することで、

納期限に口座から振替されます。納め忘れのない口座振替を利用してみてはいかがでしょうか。

軽自動車の種類 手続きに必要なもの

・原動機付自転車

 （１２５㏄以下）

・小型特殊自動車

・農耕用車両

①ナンバープレート

②標識交付証明書

③印鑑（認印）

住所地の「市町村窓口」※自治体によっては陸前
高田市での手続きを求められる場合もあります。

手続きを行う場所

・軽二輪

 （１２６cc ～２５０cc）

・軽三輪、軽四輪

　（貨物・乗用）

①自賠責保険証

②住民票

③車検証又は届出済証

④新・旧所有者印鑑（認印）

⑤ナンバープレート

　（県外転出・廃車時のみ）

⑥自動車検査証記入申請書

⑦軽自動車税申告書

⑧自動車取得税申告書

岩手県軽自動車協会　☎０１９（６３９）８０２１

・小型二輪

 （２５１cc 以上）

岩手運輸支局　☎０５０（５５４０）２０１０

陸前高田市役所　税務課市民税係

住所地の都道府県軽自動車協会

住所地の都道府県運輸支局

　◆手続きに必要なもの

　　預貯金通帳、口座届出印、申込書（市内の金融機関窓口に用意してあります。）

　◆取扱金融機関

　　岩手銀行、東北銀行、北日本銀行、気仙沼信用金庫、東北労働金庫

　　大船渡市農業協同組合、ゆうちょ銀行、岩手県信用漁業協同組合

２　市外居住者、夜間・休日の市税納付はコンビニで

　　納期限内に納付する場合、全国のコンビニエンスストアでも納付することができます。

３　納税貯蓄組合に加入しませんか

　　確実な納税を促進するため、市内で７５の納税貯蓄組合が活動しています。地域の納税貯蓄組合に

　加入しませんか。

４　転入・転出した際は

　　転入・転出など、納税通知書のあて先が変わったときは、税務課までお知らせ願います。

問い合わせ先　

　１　償却資産（資産税係：内線１０４・１０５）

　２　軽自動車税（市民税係：内線１０１・１０２）

　３　市税の納付（収納係：内線１０６・１０７）

※軽二輪・軽三輪・軽四輪・小型二輪は、自家用自動車協会大船渡支部　☎ ０１９２（２６）３８７４

でも手続き可能です。

市税は納期内に納付するようにしましょう５

軽自動車税に係る変更手続きについて４

問い合わせ先
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生涯学習情報

はまらっせぁ

生涯学習情報生涯学習情報

文化財ニュース

　１０月１４日（月）、市役所で開催された俳句会（会席部門）

を皮切りに、第４７回陸前高田市民芸術祭がスタートしました。

　芸術祭は、大きく分けて会席・舞台・展示の３部門があり、

さらにそこからいくつもの部門に分かれ、約１か月間にわたっ

て開催される陸前高田市の芸術活動における主要な行事です。

　会席部門では、俳句会のほか、１０月２２日（火）の短歌会、

２８日（月）の川柳会、１１月３日（日）の茶会が開かれました。

１０月２６日（土）には米崎コミセンで舞台部門（謡曲・詩吟・

大正琴合同発表会）が、２７日（日）には高田小学校体育館で

　１０月１９日（土）に中沢浜公民館において、中沢浜貝塚の歴史防災公園づくり第２回ワー

クショップが開催されました。

 　今回は「公園をデザインしてみよう！」というテーマで、中沢浜貝塚の歴史防災公園につい

もう一つの舞台部門（日舞・新日舞・民謡・民踊合同発表会）が開かれ、出演者たちの華やかな踊りなどで、

２会場合わせて延べ４００人の観客を楽しませてくれました。

　また、１１月２日（土）、３日（日）には、華道、書道、絵画、パッチワークなどさまざまな展示作品

が米崎コミセンの全館に渡って飾られたほか、市役所会場では、震災後初めてとなる市内小中学生の作

品を集めた児童生徒作品展示部門が開催され、会場に訪れた家族連れの皆さんなど、小中学生の力作に

一般作品展示部門の様子

て考えました。参加者からは「公園の海側に避難階段を設

置してほしい」「お花見やお祭りの練習ができる場所がほし

い」などたくさんの意見が寄せられ、熱気あふれるワーク

ショップとなりました。

　最終回のワークショップのテーマは「公園のこれからを

考えよう！」です。指導委員会の先生によるミニ講演会も

予定しておりますので、多くの皆さまの参加をお待ちして

います。

※日程については、後日、ホームページなどでお知らせし

ます。

感心していた様子でした。

　展示部門では、米崎コミセン会場と市役所会場の２会場２日

間で延べ９６７人もの観客が訪れ、盛況を博しました。このほ

か、下矢作コミセンでは、１１月２日（土）に人形劇団ポレポ

レによる人形劇、小友コミセンでは、１１月４日（月）にコー

ラスの集いが行われました。また、１１月１４日（木）にはリ

アスホールで小中学生による児童生徒合同音楽会が開かれ、市

民芸術祭は華やかに幕を閉じました。

高田小での舞台部門の様子

第４７回 陸前高田市民芸術祭

～中沢浜ワークショップ～
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高田保育所

小友保育所

長部保育所

矢作保育所

広田保育園

米崎保育園

横田保育園

竹駒保育園

下矢作保育園

市外の保育所

保育所（園）名 所　　在　　地 電　　話

Ａ

Ｂ

特 Ｂ

Ｃ １

Ｃ ２

Ｃ ３

Ｄ １

Ｄ ２

Ｄ ３

Ｄ ４

Ｄ ５

Ｄ ６

Ｄ ７

Ｄ ８

Ｄ ９

Ｄ１０

階層区分 摘　　　　　要 ３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

米崎町字川内１２８番地２

小友町字柳沢前１１４番地

気仙町字牧田８番地

矢作町字二又２０番地４

広田町字天王前５２番地

米崎町字川内１４０番地１

横田町字黄金山４４番地

竹駒町字館１３番地１

矢作町字諏訪４４番地 

（社会福祉課で受け付け）

５４ー３１５７

５６ー２８００

５５ー３０３１

５８ー２２０４

５６ー３０００

５５ー３０４７

５９ー２０２３

５５ー４３４５

５５ー２５２３

５４ー２１１１

生活保護世帯

非課税世帯

非課税世帯のうち母子世帯など

市民税均等割のみ

市民税所得割５,０００円未満

市民税所得割５,０００円以上

所得税２,０００円未満

所得税２,０００円～５,０００円未満 

所得税５,０００円～１０,０００円未満

所得税１０,０００円～２０,０００円未満

所得税２０,０００円～４０,０００円未満

所得税４０,０００円～７１,０００円未満

所得税７１,０００円～１０３,０００円未満

所得税１０３,０００円～４１３,０００円未満

所得税４１３,０００円～７３４,０００円未満

所得税７３４,０００円以上

０

６,０００

０

１３,０００

１６,０００

１８,５００

２１,０００

２４,０００

２６,０００

２８,０００

３０,０００

３３,０００

３６,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

３０,０００

３３,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

２８,５００

高田保育所

小友保育所

長部保育所

矢作保育所

広田保育園

米崎保育園

横田保育園

竹駒保育園

下矢作保育園

市外の保育所

保育所（園）名 所　　在　　地 電　　話

Ａ

Ｂ

特 Ｂ

Ｃ １

Ｃ ２

Ｃ ３

Ｄ １

Ｄ ２

Ｄ ３

Ｄ ４

Ｄ ５

Ｄ ６

Ｄ ７

Ｄ ８

Ｄ ９

Ｄ１０

階層区分 摘　　　　　要 ３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

米崎町字川内１２８番地２

小友町字柳沢前１１４番地

気仙町字牧田８番地

矢作町字二又２０番地４

広田町字天王前５２番地

米崎町字川内１４０番地１

横田町字黄金山４４番地

竹駒町字館１３番地１

矢作町字諏訪４４番地 

（社会福祉課で受け付け）

５４ー３１５７

５６ー２８００

５５ー３０３１

５８ー２２０４

５６ー３０００

５５ー３０４７

５９ー２０２３

５５ー４３４５

５５ー２５２３

５４ー２１１１

生活保護世帯

非課税世帯

非課税世帯のうち母子世帯など

市民税均等割のみ

市民税所得割５,０００円未満

市民税所得割５,０００円以上

所得税２,０００円未満

所得税２,０００円～５,０００円未満 

所得税５,０００円～１０,０００円未満

所得税１０,０００円～２０,０００円未満

所得税２０,０００円～４０,０００円未満

所得税４０,０００円～７１,０００円未満

所得税７１,０００円～１０３,０００円未満

所得税１０３,０００円～４１３,０００円未満

所得税４１３,０００円～７３４,０００円未満

所得税７３４,０００円以上

０

６,０００

０

１３,０００

１６,０００

１８,５００

２１,０００

２４,０００

２６,０００

２８,０００

３０,０００

３３,０００

３６,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

３０,０００

３３,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

２８,５００

受付期間は１２月２０日まで

平成２６年度 保育所（園）入所申込保育所（園）入所申込
　平成２６年度の保育所・園（以下、「保育所」）の入所申込の受け付けを１２月９日（月）から開始します。

現在保育所に入所中で、ほかの保育所に移りたい人や、平成２６年度途中（４月以降）の入所を希望す

る場合も、今回の受付期間中に申し込みをお願いします。

　保育所は、陸前高田市に居住している人で児童の保護者の就労、疾病等の理由により、日中に児童を

保育できない場合に入所することができます。ただし、保護者以外の同居者（６５歳未満の祖父母）が

児童を保育できる場合は入所できませんのでご了承願います。

申込方法　申込書や各種提出書類は、市内の保育所および社会福祉課から１２月６日（金）以降に配布

しますので、必要事項を記入のうえ、受付期間までに提出してください。

受付期間　１２月９日（月）～１２月２０日（金）※土日を除く

　保育料は、児童の年齢と、入所する児童と生計を同じくする父母の「平成２５年分所得税」や「平成

２５年度の住民税（市民税）」額で決定されます。詳しくは、申込用紙とともに配布される「保育所（園）

入所申込案内」をご覧ください。

※平成２６年度保育料は変更になる場合があります。

問い合わせ先　社会福祉課児童福祉係（内線２３５）、各保育所（園）

所在地・連絡先

保育料

平成２５年度保育料徴収基準表

申込方法

受付期間

問い合わせ先
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　東日本大震災により被災した介護保険被保険者の介護保険サービス利用料の免除期間を１年間延長し、

平成２６年１２月３１日までとなりましたのでお知らせします。

　現在使用している免除証明書は、平成２５年１２月３１日をもって有効期間が切れるため、有効期間

が平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日までの免除証明書を発行します。

　※現在免除証明書を持っている介護保険被保険者のお宅に後日新しい免除証明書を郵送しますので、あ

　らためて申請手続を行う必要はありません。

　詳しくは、長寿社会課介護保険係（内線２０３）まで。

　東日本大震災により被災した陸前高田市国民健康保険・岩手県後期高齢者医療保険の被保険者は、現在、

医療機関などを受診した際に支払う一部負担金等が、医療保険者が発行した「一部負担金等免除証明書」

（以下「免除証明書」）を医療機関などに提示することにより支払いが免除されています。

　平成２６年１月１日以降は、次の（１）（２）のいずれかに該当する世帯の医療費免除措置を延長します。

　（１）平成２６年１２月３１日まで延長

　　現在、免除の対象となっている人で、次のどちらかの要件に該当する人

　・後期高齢者医療保険の加入者

　・国民健康保険の加入者で、住家が半壊以上り災した人、主たる生計維持者が被災（死亡・行方不明・

　重篤な傷病）した人、福島第一原子力発電所の事故により避難指示などの対象となっている人

　（２）平成２６年７月３１日まで延長

　　現在、免除の対象となっている国民健康保険の加入者で、（１）以外に該当する人のうち、平成２５

　年度住民税が平成２５年１２月１日時点で非課税の世帯

　・現在免除証明書を持つ（１）または（２）に該当する人には、平成２６年１月から有効となる証明

　書を本年１２月中に郵送しますので、あらためて申請手続を行う必要はありません。ただし、一度国

　民健康保険の資格を喪失後、国民健康保険に再度加入した人は、あらためて申請手続を行う必要があ

　ります。

　・免除期間が平成２６年７月３１日までの人で、現在、主たる生計維持者が業務を再開、または再就

　職している場合は、免除要件に該当しませんので、速やかに証明書を返還してください。８月以降の

　免除については、あらためて課税状況などを審査し、該当する場合には証明書を交付します。

　詳しくは、健康推進課国保係（内線１４０、１４１）まで。

介護保険

国民健康保険・後期高齢者医療保険

被災者の介護保険サービス利用料免除措置を延長

被災者の医療費免除措置を延長

■免除証明書の発行

■免除期間・対象

■その他

被災者の医療費免除措置を延長

被災者の介護保険サービス利用料免除措置を延長



⑨

高田病院駅
下り（冬季）

米崎小学校

45

高田病院

至 大船渡→←至 高田

高田病院駅（冬季休止）

高田病院駅
上り（冬季）

約２５０m約２５０m

高田病院駅（冬季）

高田病院駅（現行）

　　  ：現行ルート

　　  ：冬季ルート
陸前高田駅

出典：国土地理院

　幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するため、「子ども・子育て支援

新制度」が平成２７年４月から本格的にスタートする予定です。

　市では、新制度の実施に当たり、「子ども・子育て支援事業計画」を策定することとしており、計画の

策定に向けて、子育ての状況や希望を把握するためニーズ調査（アンケート）を実施します。

　この調査は、計画策定や今後の子育て支援施策に関する重要な基礎資料となりますので、ご協力をお

願いします。

　小学校就学前の児童の保護者

　１２月２日（月）～１２月１７日（火）

　「子育てに関するアンケート調査票在中」と記載された封筒により、ゆうメールにて調査票を送付しま

す。調査票に回答を直接記入のうえ、同封の返信用封筒に入れてポストへ投函してください（切手不要）。

　※調査は、株式会社ワイズマンコンサルティングに委託し、実施しています。

　市のホームページ等で公表する予定です。

　詳しくは、社会福祉課児童福祉係（内線２３４）まで。

　ＪＲ大船渡線ＢＲＴでは、平成２５年１２月１２日（木）から平成２６年３月２０日（木）まで、陸

前高田駅～高田病院駅のルートを積雪時等における安全確保のため、農免道を通る山沿いから旧市街地

に変更します。

　このルート変更に伴い、高田病院駅を暫定的に移設します。ご迷惑をおかけしますが、高田病院駅を

利用する際には、駅の場所のご確認をお願いします。

　なお、今回のルート変更による時刻の変更はありません。

問い合わせ先

■企画政策課政策推進係（内線１７２）

■ＪＲ東日本気仙沼ＢＲＴ営業所　☎０２２６（４１）００１２（平日　午前９時３０分～午後４時３０分）

■ 冬季ルート地図 ■ ■ 高田病院駅 ■

　　 調査対象

　　 調査実施時期

　　 調査方法

　　 調査結果の公表

大船渡線ＢＲＴからのお知らせ

～１２月１２日（木）から冬季間、高田病院駅の位置を変更します～～１２月１２日（木）から冬季間、高田病院駅の位置を変更します～

「子ども・子育て支援事業計画」の策定に向けて

ニーズ調査にご協力をお願いしますニーズ調査にご協力をお願いしますニーズ調査にご協力をお願いします

問い合わせ先
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　現在、気仙大橋の南側で掘削土を運ぶベルトコン

ベア専用の吊り橋架設工事を進めています。

　これは、今泉地区の高台に住宅地を造成する工事

により発生する膨大な掘削土について、ダンプトラ

ックで１０年以上掛かる工事期間を約３年に短縮さ

せるためのものです。

　吊り橋は、主塔の高さが４２．６ｍ、主塔と主塔の

間が２２０ｍで、本年１２月中に架け渡し工事を完

了し、平成２６年３月から土砂の運搬を開始する予

定です。

　これにあわせて、未来を担う子どもたちに復興の

シンボルとなる吊り橋の名前を考えてもらうことと

し、１１月に市内の小学生から橋の名前を公募しま

したので、１２月中に決定し、お知らせします。

　詳しくは、都市計画課区画整理係（内線４４２）

まで。

　国土交通省東北地方整備局では、県および市と連携し、高田松原地区における復興祈念公園の基本構

想を検討するため、有識者委員会を９月２６日に設置しました。

　このたび、有識者委員会では、市民の皆さんと共に未来の復興祈念公園について考える「市民シンポ

ジウム」を次のとおり開催します。

　日　時　　　１２月２３日（月・祝日）午後１時から

　場　所　　　市役所４号棟第６会議室

　内　容　　　パネルディスカッションなど

　参加予定者　中井検
のり

裕
ひろ

委員長（東京工業大学大学院教授）、広田純一委員（岩手大学教授）ほか

　参加申込　　不要（どなたでも自由に参加できます）

　詳しくは、都市計画課計画係（内線４５０）まで。

完成予想図

防災メモリアル公園　市民シンポジウムを開催します

ベルトコンベア専用吊り橋が近く完成ベルトコンベア専用吊り橋が近く完成

日　時

場　所

内　容

参加予定者

参加申込
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　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側に診療所を開設しています。１２月の診療日程は下表のと

おりです。

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 １２月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

１２月　１日（日）

１２月　７日（土）

１２月　８日（日）

１２月１４日（土）

１２月１５日（日）

１２月２１日（土）

１２月２２日（日）

１２月２３日（月）

１２月２８日（土）

１２月２９日（日）

１２月３０日（月）

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

外科系、小児科

内科系

１２月　４日（水）

１２月１１日（水）

１２月１８日（水）

１２月２５日（水）

１５：００～１７：００ 【要予約】午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

　ハローワークでは、下表のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

　この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保

険受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

相談内容　　就職相談、情報提供、紹介状の交付、雇用保険失業給付手続方法または職業訓練受講

　　　　　給付金を受給しながらの職業訓練の案内など。

　詳しくは、ハローワーク大船渡　出張労働相談担当　☎（２７）４１６５まで。

１２月の就職支援相談会

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

１２月　１日（日）

１２月　７日（土）

１２月　８日（日）

１２月１４日（土）

１２月１５日（日）

１２月２１日（土）

１２月２２日（日）

１２月２３日（月）

１２月２８日（土）

１２月２９日（日）

１２月３０日（月）

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

外科系、小児科

内科系

１２月　４日（水）

１２月１１日（水）

１２月１８日（水）

１２月２５日（水）

１５：００～１７：００ 【要予約】午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

１２月　１日（日）

１２月　７日（土）

１２月　８日（日）

１２月１４日（土）

１２月１５日（日）

１２月２１日（土）

１２月２２日（日）

１２月２３日（月）

１２月２８日（土）

１２月２９日（日）

１２月３０日（月）

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

外科系、小児科

内科系

１２月　４日（水）

１２月１１日（水）

１２月１８日（水）

１２月２５日（水）

１５：００～１７：００ 【要予約】午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

開　催　日　時 開　催　場　所

　※要予約　○直接または電話　土・日曜日の診療（受付）時間　○電話のみ　水曜日　午前１０時～

　詳しくは、岩手県医師会高田診療所☎（５３）２１１０まで。

　診療科は、日によって異なります。また、都合により変更になる場合があります。

　平成２６年１月末まで、６か月児～中学３年生を対象にしたインフルエンザの予防接種を行っていま

す（毎週土・日曜日に実施、市からの補助有）。予約が必要ですので、電話で、または診療所に直接申し

込みください。

　毎週水曜日の午後に、岩手医科大学が皮膚科の診療を行っています。これは、岩手医大と高田診療所

を遠隔診断システムで結び、テレビ画面を通じて診療を行うものです。当面は、両医療機関に皮膚科の

専門医師が配置されますので、精度の高い診療が期待できます。

１０：００～１１：３０ 広田コミセン
１２月１０日（火）

１３：３０～１５：００ 米崎（高田東）中学校仮設団地　集会所

１２月１１日（水） １３：３０～１５：００ 矢作小学校仮設団地　談話室

相談内容
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かんの　みなみ
ちゃん

ささき　たいが
ちゃん

ちば　かりん
ちゃん

　

子
ど
も
読
書
支
援
グ
ル
ー
プ

「
お
は
な
し
ぺ
パ
ン
」
発
足
20
周

年
を
記
念
し
て
お
は
な
し
会
を
開

催
し
ま
す
。

第
１
回　

平
成
25
年
12
月
９
日

（
月
）
／
モ
ビ
リ
ア
北
集
会
所
（
小

友
町
）

第
２
回　

平
成
26
年
１
月
11
日

（
土
）
／
竹
駒
コ
ミ
セ
ン

第
３
回　

平
成
26
年
２
月
１
日

（
土
）
／
朝
日
の
あ
た
る
家
（
米

崎
町
）
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
11
時
、
参
加
料
無
料

主
催　

お
は
な
し
ぺ
パ
ン
（
子
ど

も
読
書
支
援
グ
ル
ー
プ
）

問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
９
０

（
６
７
８
２
）
２
９
６
１
（
馬

場
）
／
０
９
０
（
９
５
３
２
）

１
２
４
４
（
吉
田
）

　

国
際
交
流
の
お
祭
り
「
ワ
ン
・

ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ
in
け
せ
ん
」

を
開
催
し
ま
す
。
国
籍
を
超
え
て
、

楽
し
く
文
化
交
流
が
で
き
る
機
会

で
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
14
日
（
土
）
午
前
11

時
～
午
後
２
時
※
参
加
料
無
料
、

事
前
申
込
不
要

場
所　

大
船
渡
市
猪
川
地
区
公
民

館問
い
合
わ
せ
先　

陸
前
高
田
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
学
校
教
育

課
内
）（
内
線
２
８
４
）

　

市
内
に
暮
ら
す
男
性
を
対
象

に
、「
食
事
を
楽
し
く
、
お
い
し
く
、

社
会
参
加
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
19
日
（
木
）
午
前
11

時
～
午
後
２
時

場
所　

米
崎
コ
ミ
セ
ン
※
市
内
無

料
送
迎

講
師　

松
原
苑
管
理
栄
養
士

定
員　

20
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ぬ
ぐ
い

等申
込
先　

医
療
法
人
勝
久
会
松

原
苑　

担
当　

互
野
・
木
下
☎

（
53
）
１
８
７
７

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
保

健
係
（
内
線
２
４
３
）

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
く

み
取
り
の
申
し
込
み
が
集
中
し
ま

す
の
で
、
12
月
上
旬
の
く
み
取
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

(

有)

気
仙
広
域
清
掃

年
末
年
始
休
業　

12
月
28
日
（
土
）

～
１
月
５
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先　

(

有)

気
仙
広

域
清
掃　

☎
（
27
）
９
３
２
１ 

※

月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
～
午

後
５
時
（
年
末
年
始
の
休
日

中
、
冠
婚
葬
祭
等
で
緊
急
を
要

す
る
場
合
の
く
み
取
り
は
、
市

役
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
）

　

本
年
６
月
か
ら
地
元
弁
護
士
が

自
宅
な
ど
の
希
望
す
る
場
所
で
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
12
月
か
ら
時
間
と
利
用
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日　

午
後

１
時
30
分
～
４
時

利
用
方
法　

相
談
日
の
前
日
ま
で

に
「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
岩

手
地
方
事
務
所
気
仙
出
張
所
」（
法

テ
ラ
ス
気
仙
）
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
先　

法
テ
ラ
ス
気
仙　

☎

０
５
０
（
３
３
８
３
）
１
４
０
２

　

老
朽
化
と
震
災
の
影
響
に
よ
り

か
や
ぶ
き
屋
根
な
ど
の
改
修
を
行

い
ま
す
。
施
設
の
周
囲
に
は
安
全

対
策
が
施
し
て
あ
り
ま
す
の
で

「
希
望
の
灯
り
」
や
か
や
ぶ
き
屋

根
の
張
り
替
え
の
様
子
を
周
囲
か

ら
見
学
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
敷
地
内
に
多
目

的
ト
イ
レ
を
新
設
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
工
事
の
た
め
に
３
月
20
日
頃

ま
で
は
駐
車
場
東
側
の
公
衆
用
ト

イ
レ
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

工
事
用
車
両
が
周
辺
を
通
行
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
該
工
事

に
お
い
て
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

（
内
線
２
７
２
）

　

誰
も
が
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
た
め
に
、
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
25
年
10
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

お
は
な
し
ぺ
パ
ン
20
周
年
記
念

ぺ
パ
ン
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ

in
け
せ
ん

参
加
者
募
集
！

男
の
料
理
教
室
を
開
催

気
仙
広
域
連
合
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら

年
内
の
し
尿
の
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に

法
テ
ラ
ス
気
仙
か
ら

出
前
法
律
相
談
の
時
間
等

を
変
更
し
ま
す

商
工
観
光
課
か
ら

箱
根
山
の
気
仙
大
工
左
官
伝

承
館
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
考

え
る
研
修
会

主
催

日
時

場
所

定
員

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

場
所

申
込
先

問
い
合
わ
せ
先

申
込
先

持
ち
物

講
師

日
時

日
時

申
込
先

日
時

利
用
方
法

第
１
回

第
２
回

第
３
回

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

年
末
年
始
休
業



⑬

慶 弔（届出日：１０/１６～１１/１５）

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　小　林　飛
と

　我
わ

（片地家・文也・11/12）

横田　菅　野　聖
きよ

　虎
とら

（太田・祐太・11/1）

竹駒　岩　崎　和
かず

　季
き

（相川・秀彦・10/19）

　　　菊　池　　　旭
あさひ

（上壺・栞・10/18）

高田　戸　刺　蓮
れん

二
じ

郎
ろう

（鳴石・正義・10/14）

　　　藤　原　圭
けい

　人
と

（大石沖・淳・10/24）

米崎　武　藏　ゆ　ら（地竹沢・秀一・11/3）

　　　鈴　木　愛
あい

　琉
る

（堂の前・博順・11/4）

広田　菅　野　煌
こう

史
し

郎
ろう

（中沢・博安・11/6）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　伊　藤　文　夫（元屋敷・88・10/20）

　　　佐々木　義　輝（打越・76・10/23）

　　　髙　橋　ツマヨ（二又・87・10/29）

横田　太　田　　　芳（堂の沢・81・10/30）

　　　菅　野　ミチヨ（舞出・92・11/6）

竹駒　及　川　光　子（相川・64・11/4）

　　　福　田　輝　一（滝の里・79・11/8）

気仙　藤　原　勇　平（湊・99・10/16）

　　　熊　谷　八千代（要谷・87・10/19）

　　　小　泉　美枝子（二日市・88・10/30）

　　　菅　野　八　郎（上長部・89・11/7）

　　　佐　藤　アイ子（町・90・11/14）

高田　千　葉　キ　ヨ（中和野・92・10/19）

　　　熊　谷　　　東（鳴石・88・11/4）

　　　金　野　和　子（洞の沢・80・11/8）

　　　菅　野　セン子（鳴石・89・11/12）

米崎　鈴　木　勝　吉（西風道・86・11/3）

　　　渡　邉　フサ子（和方・88・11/9）

　　　細　谷　守　子（川向・96・11/11）

小友　佐　藤　忠　雄（矢の浦・80・10/19）

　　　藤　川　タマオ（後谷地・92・10/24）

　　　戸　羽　信　治（唯出・64・11/15）

広田　佐々木　リヨウ（田端・91・10/30）

　　　臼　井　チエ子（岩倉・86・11/6）

　　　吉　田　寶　一（泊・92・11/10）

　　　長　野　カノ子（久保・84・11/14）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に
放
出

さ
れ
、
周
囲
の
人
の
口
や
鼻
か
ら

吸
入
さ
れ
て
感
染
し
ま
す
。
ま
た
、

ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
て
い
る
ド
ア
ノ

ブ
な
ど
に
触
れ
、
そ
の
手
で
口
や

鼻
に
触
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
心
臓
病
な
ど
持
病
を
持

っ
て
い
る
人
や
高
齢
者
、
妊
婦
、

子
ど
も
は
重
症
化
す
る
と
命
に
か

か
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

●
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

①
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
続
く
と
き

は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
受
け

た
と
き
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
を

　

手
洗
い
で
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
も
効
果
的
で
す
。

●
人
ご
み
を
避
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
街
中
へ
の
外
出
は
控
え

ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
出
か
け

る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
つ
け
、
せ

き
を
し
て
い
る
人
か
ら
離
れ
、
帰

宅
後
は
手
洗
い
を
忘
れ
ず
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を

　

日
頃
か
ら
体
の
抵
抗
力
を
高
め

る
た
め
に
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
適
度
な
換
気
と
湿
度
の
保
持

①
１
時
間
に
１
回
程
度
、
短
時
間

で
も
部
屋
の
換
気
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

②
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
が
乾

燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
室
内
は
50
～
60

％
の
湿
度
を
保
つ
と
効
果
的
で
す
。

加
湿
器
が
な
い
場
合
は
、
ス
ト
ー
ブ

に
や
か
ん
を
か
け
る
な
ど
、
適
度
な

湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種
は
お
早
め
に

　

市
で
は
65
歳
以
上
の
人
、
生
後

６
か
月
以
上
～
中
学
３
年
生
ま
で

の
人
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
に
く
く
す
る
と
い
っ
た

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
12
月
ま
で
、
中

学
３
年
生
ま
で
の
人
は
１
月
ま
で

に
予
防
接
種
を
済
ま
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

会
場　

キ
ャ
ピ
タ
ル
ホ
テ
ル

１
０
０
０
（
陸
前
高
田
市
高
田
町
字

長
砂
60
ー
１
）
☎
（
55
）
３
１
１
１

定
員　

１
０
０
人
（
参
加
料
無
料
）

内
容　

・
講
演
「
こ
の
ま
ち
で
だ
れ
も
が

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
」
／
講
師　

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
野
沢
和
弘

氏・
講
演
「
成
年
後
見
制
度
の
基
礎

と
そ
の
実
践
」
／
講
師　

宮
城
県

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援
事
務
所

所
長
鈴
木
守
幸
氏

申
込
期
限　

12
月
６
日
（
金
）

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先　

気
仙
地

域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
事

務
局
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

星
雲
内
）
☎
（
21
）
１
３
０
５

※
聴
覚
や
視
覚
等
に
障
が
い
の
あ

る
人
は
、
申
込
時
に
そ
の
旨
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

復
興
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
住
宅
再
建
等
に
向
け
た
一
助

と
す
る
た
め
、
復
興
事
業
の
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
17
日
（
火
）、
18
日

（
水
）
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30

分
に
市
役
所
前
出
発
※
約
１
時
間

30
分
を
予
定
、
雨
天
中
止

場
所　

防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
（
上
長
部
、
月
山
、
双
六
第
二

団
地
）、
三
陸
沿
岸
道
路
・
唐
桑

高
田
道
路
（
長
部
地
区
）、
災
害

公
営
住
宅
（
水
上
地
区
）、
被
災

市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

（
今
泉
地
区
・
高
台
）
ほ
か

利
用
交
通
機
関　

市
マ
イ
ク
ロ
バ

ス定
員　

各
回
15
人
（
先
着
順
で
受

付
／
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
開
始　

12
月
10
日
（
火
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
電
話
受
付

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先　

復
興
対

策
局
（
内
線
４
３
１
）

　

竹
駒
コ
ミ
セ
ン
と
米
崎
コ
ミ
セ

ン
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
伴
い
、

工
事
期
間
中
は
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
敷
地
内

に
設
置
す
る
仮
設
ト
イ
レ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

使
用
で
き
な
い
期
間　

平
成
25

年
12
月
中
旬
～
平
成
26
年
３
月

31
日

保
健

だ
よ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え

よ
う 保

健
だ
よ
り

３８２

復
興
対
策
局
か
ら

復
興
事
業
見
学
会
を
開
催

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

竹
駒
・
米
崎
コ
ミ
セ
ン
の
ト
イ
レ

が
一
定
期
間
使
用
で
き
ま
せ
ん

会
場

定
員

内
容

申
込
期
限

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先

申
込
開
始

定
員

場
所

日
時

利
用
交
通
機
関

使
用
で
き
な
い
期
間



２０１３年（平成２５年）１２月１日号　⑭

　

４
月
か
ら
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
で
市
立
学
校
の
予

算
管
理
や
物
品
調
達
、
営
繕

工
事
管
理
な
ど
維
持
管
理
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
名
古
屋

市
役
所
で
も
入
庁
後
３
年

間
、
同
様
の
業
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

業
務
中
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
関
わ
ら
ず
、
い
つ
も
陸
前

高
田
市
の
方
に
は
暖
か
く
接

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
８
か
月
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
厳
し
い
寒
さ

に
負
け
ず
に
、
少
し
で
も
陸

前
高
田
市
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　

彦ひ
こ　

坂さ
か　

尚た
か　

男お

　

■
派
遣
元　

愛
知
県
名
古
屋
市

　

東
に
南
ア
ル
プ
ス
、
西
に

は
中
央
ア
ル
プ
ス
と
い
う
山

に
囲
ま
れ
た
長
野
県
の
出
身

で
す
。
海
の
な
い
長
野
県
人

の
私
は
、
三
陸
の
海
の
美
し

さ
と
お
い
し
い
海
の
幸
に
い

つ
も
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
ま
で
は
長
野
県
内
の

小
中
学
校
で
事
務
を
し
て
い

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
役
所

の
仕
事
に
戸
惑
う
こ
と
も
多

く
、
い
ま
だ
に
周
り
の
方
々

に
教
え
て
い
た
だ
く
ば
か
り

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々

と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
復

興
の
役
に
立
て
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　

保ほ　

科し
な　

す
み
江

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁　

　

陸
前
高
田
市
に
派
遣
さ
れ

る
前
の
数
年
は
自
由
な
生
活

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

以
前
は
設
計
事
務
所
に
39
年

間
勤
め
、
工
事
費
積
算
や
施

工
計
画
を
主
に
担
当
し
て
い

ま
し
た
。

　

本
市
に
は
昨
年
も
来
る
機

会
が
あ
り
、
そ
の
と
き
は
ま

だ
被
災
し
た
建
物
等
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
て
、

復
興
も
緒
に
つ
い
て
い
な
い

と
感
じ
ま
し
た
が
、
派
遣
が

決
ま
り
、
現
地
の
状
況
を
あ

ら
た
め
て
見
て
、
復
興
の
始

ま
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

微
力
な
が
ら
経
験
を
生
か
し

て
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
、
生
活
保
護
の

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

派
遣
前
は
隣
の
大
東
支
所

に
い
た
こ
と
も
あ
り
、
微
力

な
が
ら
物
資
の
搬
送
な
ど
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
震
災
直
後
の
惨
状

を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き

は
言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
し
っ
か
り
前
を
向
い
て

生
活
さ
れ
て
い
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。

　

こ
ち
ら
で
業
務
を
始
め
た

ば
か
り
の
頃
に
感
銘
を
受
け

た
言
葉
「
微
力
だ
が
、
無
力

で
は
な
い
」
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
も
業
務
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

派
遣
前
は
名
古
屋
市
に
入

庁
し
て
３
年
間
、
区
画
整
理

事
業
を
施
行
す
る
事
務
所
で

工
事
設
計
、
施
工
監
理
や
測

量
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。

　

現
在
は
都
市
計
画
課
で
区

画
整
理
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
現
場
立
会
い
等
で
権

利
者
の
方
々
と
話
す
中
で
、

地
震
や
津
波
に
襲
わ
れ
た
と

き
の
体
験
談
を
聞
く
機
会
が

あ
り
、
自
然
の
脅
威
を
再
確

認
す
る
一
方
で
、
復
興
に
向

か
う
強
い
思
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
思

い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

髙た
か　

橋は
し　

剛よ
し　

弘ひ
ろ

　

■
派
遣
元　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
　
　

国
境
な
き
技
師
団

　

民
生
部
長
寿
社
会
課

　
　

千ち　

葉ば　

紀の
り　

和か
ず

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
一
関
市

　

建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

堀ほ
り　

場ば　

俊と
し　

秀ひ
で

　

■
派
遣
元　

愛
知
県
名
古
屋
市職員紹介 

8市
職員紹介 
市

復興のため、
ただいている
紹介します。



⑮

　

４
月
か
ら
道
路
河
川
係
で

道
路
や
河
川
、
防
災
集
団
移

転
の
工
事
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
名
古
屋
市
で
は
、
市
内

に
あ
る
土
木
事
務
所
で
道
路

や
公
園
の
維
持
管
理
の
業
務

に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
名
古
屋
市
と
の
違

い
が
大
き
く
て
迷
惑
ば
か
り

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
ご
指
導
の
も
と
、
何
と

か
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
残
り
の
任
期
は

少
し
で
も
、
復
興
の
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

派
遣
前
は
室
根
支
所
の
地

域
振
興
課
で
主
に
支
所
職
員

や
行
政
区
長
に
関
係
す
る
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
建
設
部
都
市
計

画
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
へ
は
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
海
水
浴
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
で
訪
れ
、
海
と
い
え

ば
高
田
松
原
や
広
田
の
海
水

浴
場
で
し
た
。

　

一
日
も
早
く
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
陸
前
高
田
の
海
で

安
心
し
て
思
い
っ
き
り
遊
べ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
復
興
へ

少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
に
岩
手
県
任

期
付
職
員
と
し
て
採
用
さ

れ
、
現
在
は
主
に
漁
港
の
災

害
復
旧
等
に
係
る
補
助
金
申

請
や
経
理
等
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

３
月
末
ま
で
は
、
三
重
県

津
市
役
所
で
新
斎
場
建
設
整

備
等
に
伴
う
業
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
西
日
本
を

中
心
に
連
日
猛
暑
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
陸
前

高
田
市
は
北
日
本
だ
け
あ
っ

て
、
幾
分
過
ご
し
や
す
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

し
か
し
、
そ
の
分
冬
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
と
少
々

不
安
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

４
月
か
ら
岩
手
県
の
任
期

付
職
員
と
し
て
陸
前
高
田
市

に
派
遣
さ
れ
、
税
務
課
で
主

に
国
民
健
康
保
険
税
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

税
務
課
は
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
市
民
に
と
っ
て
行
き

づ
ら
い
場
所
だ
っ
た
り
、
聞

き
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
聞

き
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
明

る
く
丁
寧
に
、
親
し
み
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
に
心
が
け

て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
住
宅
再

建
の
補
助
金
事
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
派
遣
前
は
生
活

保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
何
か
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
に
派
遣
の
話

を
い
た
だ
き
、
二
つ
返
事
で

や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
最
初

は
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な

が
ら
、
周
り
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
わ
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
少
し
で
も

住
宅
再
建
に
向
か
う
力
に
な

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
部
建
設
課

　
　

奥お
く　

田だ　

雅ま
さ　

和か
ず

　

■
派
遣
元　

愛
知
県
名
古
屋
市

　

建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

鈴す
ず　

木き　
　
　

剛
つ
よ
し

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
一
関
市

　

農
林
水
産
部
水
産
課

　
　

緒お　

方が
た　

一か
ず　

隆た
か

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁

　

総
務
部
税
務
課

　
　

望も
ち　

月づ
き　

　
　

孝
た
か
し

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁

　

民
生
部
被
災
者
支
援
室

　
　

松ま
つ　

阪さ
か　
　
　

要
か
な
め

　

■
派
遣
元　

島
根
県
松
江
市

陸前高田
派遣

陸前高田
派遣

陸前高田市の
応援に来てい
職員の方々を



２０１３年（平成２５年）１２月１日号　⑯

数字で見る陸前高田市
市内の火災救急活動（１０月）

（　）は 1 月からの累計

市の人口（１０月３１日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（１０月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

　０件
４２件
０人
０人
０人

９，９３１人
１０，６５３人
２０，５８４人

７，５５１世帯

０件

０件

５３人

５１人

（３８件）
（４００件）
（５１人）
（  ０人）
（  ２人）

（　 ２）
（－１８）
（－１６）

（　 ２）

（  ０件）

（  ５件）

（６２４件）

（６０４人）
※前年同月との比較（－１６７）
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食改
レシピ

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４３）まで。

・かぼちゃ　　　　　１５０g

・プロセスチーズ（さいの目切り）３０g

・きゅうり（さいの目切り）　 １０g

・パプリカ（さいの目切り）　 １０g

・干しぶどう　　　　　　５g

・マヨネーズ　　　　　２０g

　　　プレーンヨーグルト　１０g

　　　塩　　　　　　　 少々

 Ａ　  こしょう　　　　 少々

　　　砂糖　　　　　　 少々

　　　酢　　　　　　　 少々

①　耐熱ボウルに皮をむいて細かく切ったかぼちゃを入れ、ラップをして電子レンジで３   

　～５分加熱してつぶす。

②　干しぶどうはお湯で洗い、フライパンで乾いりする。

③　材料を切り、きゅうりは塩もみ、パプリカは湯通しする。

④　①にプロセスチーズやＡを入れ混ぜて、②、③も加え混ぜ合わせ、器に盛り付ければ

　でき上がり。

・好みで人参やマカロニなどを入れてもおいしいです。

・かぼちゃにはビタミンＥとカロチンが豊富に含まれています。ビタミンＥは老化防止

の効果があり、しみやしわをできにくくする働きがあります。また、カロチンは、ビタ

ミンＥと協調し、細胞の老化、がん化を防ぐ働きがあります。

一言メモ

＝陸前高田市食生活改善推進員協議会３０周年記念料理集『絆』より＝

  ■ 作り方

材 料（２人分）

かぼちゃサラダかぼちゃサラダ


